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が効 力はあ ま り落 ちなかつた.
 以上述べ た様 にGalmn?Xane即 ちBenzonohex.nehlorideの γ一(ol・mは 極 めて彊 力な殺 虫
作 用を有 す るか らこの殺 贔作 用につ き更 に研究 を進 めた.
 先づDDTと 効力比較 を 行つた結果 を綜合 する と明 らか にGmlmleNlmeはDDTより有効
でダイ コ ンサル ハムシ 成轟 に封 してはD.1).「r O.1%よ りもGammex{me O.05%の 方が よ くきき
大盟5倍 程度 と考 え られ る.
 更 に このCurde mixture(18)は 刺 戟性臭氣 を有 しその殺ffN作 用 を知 るため ダイ コ ンサルハ
ムシ 成錨 に蜀 して種 々の方法で殺 虫試験 を行つ た結果 相當熊蒸剤 的作用を もつ 事が解つ た.
更 に夜盗 鍛に封 して行 つた結 果は接 翼剤 よりも,む しろ毒剤 乃至忌避剤 として作用 す る様 に考
えられた.
 以上 の如 き結 果か ら次 の如 く結 論出來 る.即 ちBellzellehexachlor{deに 於 ては γ一formの
み極めて有効 で大艦DDTの5倍 程度 であ りDDTが 励経 系統 を冒 す毒剤的接騒剤 と考 え ら れ
るに反 してGaminexaneの 方は偲蒸剤 乃至忌避剤 として作用 す る と考 え ら れ る.α β一form
は殆 ど無 効でδは7の 混 在の爲 効力が現 われた と考 え られ る.Crude mixtUl・eは1)1)Tと 同程
度の効 力を示 す.而 して他 の類似構造 を もつ(20)以 下の化合 物 は何 れの贔 に封 して も殆 ど無 効
の様であ る.
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 前の2っ の報告に於て1)DT及 びGammexaneの 様な強力な殺躍力を有つ化合物 とその類似
化含物 を合成 し,そ の効力を比較槍討 したが本報に於ては可成以前から和當有効な物質 として
認められて居 るBenz(>phellolleを 中心 としてDiphenylrnethane系 化合物IQ種 類 合 成 し そ
の効力を上ヒ較槍討 した.
 先づ これ等の化合物の合成法を示す.
    <=》 ・・CI《=>A'C:s〈=〉-cg-〈=〉 ・25・
   q〈二 〉一・・cl・<=>cl些 …㌧CI〈=〉 一・・《=>c1 (26)
                  (76)
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 〈=〉 一一CH・Cl +<⊃ 坐 〈二 〉一・H2-<⊃  (27・
 Gl〈=〉 一・・《=>Cl-"IJ cl<二 》 ・H・一〈⊃CI (・8・
 Cl〈二 〉一・・一く二>GI』 曳C〈=〉 加 《=>Cl ・29・
 ・〈=〉 ・CIC職Cl蹴 〈=〉-C麟 《 二 〉 …)
 ・CI〈=〉・CIC職CI坐 ・〈=》 ・・1・CH・一⊂ 〉 (31)
・α≦二 〉・一 一 球=》 幅 《=㍉ 碑・
 ・<=≧ 一・・CI・〈=〉 当 〈=≧ 一・・{〉 (33)
 CI〈}・ ・C1・〈亡 〉馳Cl⊂ 〉一1・一〈=〉 ・(…
以 上10種 類の化合 物 を前 帳同様梨軍配轟,テ マ リムシ,穀 象及び ヒメマルヵ ツヲムシ に就 い
で殺贔 試験 を行 つた・
(1)梨 軍 配 錨Stephanitis iiashi EsAKI et TAKEYA.
 や や有効     (26)(25)
 殆 ど無効       (27)
 無効        その他全 部
(2) テマ リムシ(ダ ンゴムシ)Arnユadillidium vulgare LATR.
 イ∫効              (25)(28)(27)
 やや有効      (31)(30)
 無効        (26)(29)(32)
  (33)(34)は 試験 兼了
(3)穀'  象Calandra・ ・yz・le L.
 極 めてイi効    (28)…1)DTよ り優秀
 やや有効           (31)(32)
 殆 ど無効      (29)(26)
 無効        (25)(27)(30)(33)(34)
(4) ヒ メマル カ ツヲブシ ムシ Anthrenus verl)aci I」.
 超」や有効           (28)
 殆 ど又 は全 く無 効… その他全部
以上 の如 き殺 轟試 瞼 の結果 よ りそめ効 力を比較槍 討する とこの系統の化合物 は供試轟 の種類
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に よ り相 當 効 力 に 和 異 が あ るが 概 ね次 の 様 な 結 ・論に 違 す る ・ 即 ち 完づBenZOPlle11011eに 於 い て
はF並 び に り一の 位 置 の 挽索 よ即 つ て そ の 殺 轟 効 力 を 低 下 す る !!ilちp, p'-DielllorQbeIlz(,pheレ
one, o-Ch!orobenz()1)heitene及びp-Chlorebeit7.ephc・ 'd(oneけ 何 オしも 殆 ど無 効 で あ る.然 る
に 一 方DIPhenylmethalleの場 合 は つ てP, P'一の 位 置 の 臨 素'よ 多 くの 場 合 効 力 を 塘 た し(28)の
                 り
P・pF-Dichlorodil)11elly111cdl.me lま鐡 に依 つ て は 椙 當 イ∫効 で 殊 に 穀 象 の 場 諏 よi,DTよ り優 れ
た 効 力 を 持 つ.次 にBenzo1)he1K)ne,1)iphen)rlmethane,」);Phmy∫ethanuの効 力 を 」・L較す る
と 蚕蚤に イ衣bls]-ntり 差 異 が あ る が 概 ねi3enzol)henone>DipLunyhuet王!alle>」L)il)llellylcthalleと
考 え られ る.
       生 髄 鯛 媒 に 關 す ろ 研 究
      第1報 数 種 の 疏 茱 中 のCu,Zn及 びMnに 就 て
            近 藤 金 助 ・森  茂 樹
 生物は生命持績 と4こ長,生 産或は繁殖などのために所謂 ヒ活作ノllを龍内で螢んでお る.生 活
作用の内容は生物の類別 部価!り,期 別({rii.」,季ユβ別など)に よつて夫 特々異なものであるが
その實態は物理作用 と化學作用との池合作用に外ならない.そ して この池合作用の主要部は化
學作川であつて,而 もこの化學作用は精緻で査・ユL的に又迅速で圓滑に運瞥 される.こ の晶異な
蓮毯は生活化學作用の特性である.そ しC.この特性は生髄が自産又は とりいれた1蜀媒に囚山す
ることが多いのである.だ から生龍濁媒は生1緬 三川の主要である所の生活化學作川の蓮螢をつ
かさどるものであると云い得 る.從 つて生膿燭媒をとらえて,そ のはた らきを明らかになした
上で之 を慮用すれば生物に專有な生活作Jllの一一部を人工的 に蓮螢す ることがfl15{Eる.こ れが こ
の研究に封するGo芝dで あつて,目 的 とする所は生物特 に植物のノk活作川を人工的に蓮醤 して
植物が生産 する我等の食糧を人爲的 に生産することである.こ の月的の辻成を期 して表題の研
究をはじめた次第であつて,そ の域績は順次報告され るであろ う.       ・
 本報に於ては激種の植物膿に於ける微量金鵬の分布を槍索 し,併 せてその機能 と之等の金厨
と關係ある酵素系に就て考.、 :を加 える一乎段 として表示の材料につ き夫 々部分 別にZll Mll及
びCuを 定量したのである.
 表示の如 く部分によつて金腸の含量に甚だ しい棚 勤;見 出されることは之等の金蝸を含む酵
素の作用 とその部位に於ける機能 を.馴ミする上に 移くの指示を91↓える.先 づCuは1'hen・llase
叉はASCorbic・ieid-.oxydase等 の酵素の構1戎分をなし,夫 々の酵素作用を機揮 して居 ると考
えられるが,こ れに就ては省略 し以下主にMI汲 び/・llに就て老察を行つて見 よう。
 Mnが 植物に必須成分であることを初めて指摘 したのはBertrandで あるがtそ の後Mcll・
                  (78)
